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研究成果の概要（和文）： 本研究の目的は、味覚と二重エネルギーX線吸収法によって測定した体組成との関係
を検討することである。4歳（年中）から5歳（年長）の1年間で、味覚の検知能力の発達はみられなかったが、
識別能力は発達がみられた。味覚の検知スコアを総合的にみると、体脂肪指数が高いグループほど優れていた。
しかしながら、味覚識別能力と体脂肪との関係はみられなかった。

研究成果の概要（英文）： This study aims to assess an association between the senses of taste and 
body composition measured by dual-energy X-ray absorptiometry.
 Although there were no differences between tastes detection scores at five years old and taste 
detection scores at four years old, taste recognition scores at four years old was higher than that 
at four years old. Taste recognition abilities were developed in one year from 4 years old to 5 
years old. Subjects were stratified into tertile groups by fat mass index (FMI). Trends showed a 
significant decrease from the lowest FMI group to the highest FMI group. Total score of taste 
detection is inversely associated with fat mass index. On the other hand, there were no association 
between total score of taste recognition and FMI.

研究分野： 公衆衛生学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
肥満や痩せは生活習慣病の危険因子であ

る。生活習慣の大部分は小児期で確立され、
好ましくない生活習慣を身に着け継続する
ことで、成人期での心血管疾患、脳血管疾患
等の生活習慣病を引き起こす。骨粗鬆症もま
た、若年期にその起源をもつと考えられてい
る。そのため、小児期に適切な体組成を獲得、
維持することは、健康にとって重要となる。
体組成に影響を及ぼす因子の一つとして食
習慣がある。脂肪食や糖の過度の摂取は健康
に好ましくない影響を与える。 
小児期において食習慣を決める要因として
味覚が考えられる。味覚は小児期において食
物を選択する主要な決定因子であり、食物の
好みや摂取量と関係している。このことから、
味覚はヒトの体脂肪量や骨量に影響を及ぼ
す可能性があると考えられる。しかしながら、
一般集団において味覚と体組成との関連を
検討した研究はない。 
 
２．研究の目的 

地域集団を対象とした体組成測研究にお
いて一般に用いられているインピーダンス
法は簡易な測定法であるが正確性に欠ける。
それに比べ、二重エネルギーX 線吸収法
（DXA 法）は、微量 X 線を使用することで、
極めて正確で詳細な体組成データが得られ
る方法である。本応募研究では、わが国の小
児一般集団を対象として、DXA 法によって測
定した体組成（骨量・脂肪量・除脂肪軟部組
織量）と発育期に発達する味覚との関連を明
らかにし、味覚を正しく発展させることによ
って小児期に適切な体組成を獲得、維持する
ことができるかどうかを検討する基礎的味
覚認知レベルを得る。その結果から味覚教育
を幼児期から行うエビデンスを提供する。 
 
３．研究の方法 
【対象者】 
保育園に在籍する子供（年中と年長の園児）
の地域集団。 
 
【検査項目】 
(1)身長・体重の測定 
 
(2)体組成の測定 
体組成の測定は二重エネルギーX 線吸収

法を用いて Hologic 社 QDR4500A（DXA 法測
定装置）車載バスを園、学校、施設等に設置
して行う。被験者は検査台で 3分から 5分間
仰臥位で静止し、撮影を行う。1 日最大 50 名
の測定が可能である。この方法は X 線を使用
するが、被曝量は全体で 10μSv 以下であり、
極めて低いものである。DXA 法は頭部、上腕、
体幹、下肢（図 3、表 1）などの各部位別 
に骨量、筋肉量、脂肪量を測定することがで
き、脂肪や、筋肉の分布パターンを観察する
ことができる。 
 

(3)味覚識別能検査 
甘味、塩味、酸味、苦味の 4 種類の味覚に

ついて刺激閾と認知閾を検査する。舌の上に
一滴試験薬（甘味液、塩味液、酸味液、苦味
液）を落とし、味があるか、どんな味かを問
い、回答をスコア化する。試験液を変える時
は被験者には蒸留水で口をゆすぎ、舌を洗わ
せる。これを繰り返し四味の味覚を測定する。 
 
４．研究成果 
(1)平成 28 年の参加状況 
保育園の年中・年長 81 人の園児を対象と

して行い、承諾書が得られた園児は 80 人で
あった。承諾書が得られた園児の内、3 人が
測定日に園を休んだ。当日に測定を拒否した
園児が 1人であった。体組成が測定できた園
児は、年中 37 人（男 16人、女 21 人）、年長
39 人（男 28人、女 11 人）、合計 76 人であっ
た。 
 
(2)体組成測定結果 
全身の骨量は身長が高いほど多くなる。全

身の骨量が標準よりも多いか少ないかを判
断するには全身の骨量を身長で補正する必
要がある。そのため、全身の骨量を身長の２
乗で割った値（骨量指数と呼ぶ）を計算した。
その結果、男では年中よりも年長で高い値で
あったが、女では年中と年長でほとんど差が
なかった（図 1）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1．性・年齢別骨量指数の平均値 
 
 
 
 
全身の筋肉量は身長が高いほど多くなる。

全身の筋肉量が標準よりも多いか少ないか
を判断するには全身の筋肉量を身長で補正
する必要がある。そのため、全身の筋肉量を
身長の２乗で割った値（筋肉指数と呼ぶ）を
計算した。その結果、男女ともに年中よりも
年長で高くなっていた（図 2）。 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2．性・年齢別筋肉指数の平均値 
 
 
体脂肪率は、全身の体重に占める脂肪量の

割合を示している。男では年中よりも年長で
高い値であった（図 3）。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3．性・年齢別体脂肪率の平均値 
 
 
(3)味覚検査結果 
味覚検査では、4 味（甘味・塩味・酸味・

苦味）について味覚の検知能力と識別能力を
調べた。検知能力とは、「どのような味であ
るかはわからなくても何らかの味を感じる
能力」であり、識別能力とは、「検査した味
がどのような味（甘味・塩味・酸味・苦味）
であったかを識別できる能力」と定義する。
評価方法は、検知・識別能力ともに 6段階の
スコアで行った。最も低濃度の検査試薬で味
を感じたあるいは識別した場合のスコアを 6
とし、最も高濃度の検査試薬で味を感じたあ
るいは識別した場合のスコアを 2とした。検
査試薬の濃度が高くなる毎にスコアは低く
なる。味を感じないあるいは味がわからない
場合のスコアを 1とした。すなわち、スコア
が高い程、味覚（検知・識別）能力が優れて
いることを示している。 
 
①味覚検知能力 
味覚検知能力は、年齢や性別による差はみ

られなかった。4 味のうち、塩味が高い値で

あった（図 4）。 
 
 

図 4．性・年齢別味覚検知スコアの平均値 
 
 
②味覚識別能力 
味覚識別能力は、男女を比較した場合、4

味ともに差はみられなかった。 
年中と年長を比較すると、男女ともに味覚識
別スコアが年長で高い値であった（図 5）。 
 
 

図 5．性・年齢別味覚識別スコアの平均値 
 
 
(4)年中と年長の 2 回受診した園児の結果（1
年間の変化・年中→年長） 
 
平成 27 年に体組成測定を受診した年中 38

名（男 28 名、女 10 名）の内、平成 28 年に
も受診した園児は 37 名（男 27 名、女 10 名）
であった。これらの園児について、年中時と
年長時における身体・体組成・味覚の比較を
行った。 
 
 
 
①骨量・脂肪量 
約 1 年間の骨量、脂肪量の変化をみると、

男女ともに増加がみられた。骨量では、男女
ともに約 0.1kg の増加であった（図 6）。脂肪
量についても増加がみられ、その増加量は女
よりも男で多かった（図 7）。 
 
 
 



 

図 6．性別骨量の平均値 
 

図 7．性別脂肪量の平均値 
 
 
②味覚の 1年間の変化 
味覚検知能力は、男女ともに 1年間の変化

はみられなかった。 
味覚識別能力においては、すべての味覚識別
スコアが男女ともに年中より年長で高くな
っていた（図 8）。 
 

図 8-1．味覚別の味覚検知スコア（男） 
 
 

図 8-2．味覚別の味覚識別スコア（男） 
 
 

 

図 8-3．味覚別の味覚検知スコア（女） 
 
 

図 8-4．味覚別の味覚識別スコア（女） 
 
 
(5)味覚と体組成 
 

体脂肪指数を三分位数により3群に分けて、
それぞれの群における味覚検知スコア（総合
スコア）の平均値をみると、体脂肪指数が最
も高い最も群から低い群になるに従って、味
覚検知スコアの平均値は低くなる傾向がみ
られた（図 9）。 
 

図 9．体脂肪指数と味覚検知スコアの関係 
 
 
体脂肪指数を三分位数により3群に分けて、

それぞれの群における味覚識別スコア（総合
スコア）の平均値をみると、体脂肪指数と味
覚識別スコアに関係はみられなかった（図
10）。 
 
 

p=0.08 



 

図 10．体脂肪指数と味覚識別スコアの関係 
 
 
まとめ 
4 歳（年中）から 5歳（年長）の 1年間で、

味覚の検知能力の発達はみられなかったが、
識別能力は発達がみられた。 
味覚の検知スコアを総合的にみると、体脂

肪指数が高いグループほど優れていた。しか
しながら、味覚識別能力と体脂肪との関係は
みられなかった。 
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